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原生代東ガート帯のチャーノカイト：ゴンドワナ大陸復元における意義 

Charnockites from the central parts of the Eastern Ghats Belt, India and their implication 
for East Gondwana reconstruction 
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インド西部に分布する原生代東ガート帯のチャーノカイトの岩石学的、地球化学的特徴と同位体年代について
レヴューし、東ゴンドワナ大陸の復元における意義について論ずる。 

 
 
 


